
岐阜県内の献血ルームの
詳細、献血バスの運行ス
ケジュール等はこちらか
らご覧いただけます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、献血協力者の減少が続いています。
このような状況におきましても、毎日約3,000人の患者さんが輸血用血液を必要

としています。尊い命を救うために、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
※赤十字血液センターでは、職員・会場の感染防止策を徹底し、安全な献血会場の運営に取り組んでいます。
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赤十字の活動は､皆様からの活動資金によって支えられています。
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５月19日、東京明治神宮会館において、日赤名誉総裁の皇后陛下をはじめ同名誉副総裁の秋篠宮皇嗣妃
殿下、寛仁親王妃殿下、高円宮妃殿下ご臨席のもと、３年ぶりの全国赤十字大会が開催されました。今年は、
感染対策のため参会者を通常の３分の１（約500人規
模）に縮小しての開催となりましたが、岐阜県支部か
らは７名が参加しました。
大会では、赤十字事業の推進に貢献のあった13名
の方々に皇后陛下から有功章が授与されたほか、「未
知のウイルス 新型コロナウイルスの赤十字病院の対
応」（武蔵野赤十字病院長）、「青少年赤十字から学ん
だ奉仕の精神」（埼玉県青少年赤十字卒業生奉仕団副
団長）について報告がありました。

✚ 全国赤十字大会

✚ 赤十字ボランティアに参加してみませんか
“困っている人、苦しんでいる人の役に立ちたい” という思いを行動に移してみませんか？
赤十字が使命とする人道的な活動を実践する「赤十字奉仕団」は、県内全ての市町村に設立されています。

その活動は幅広く、高齢者福祉や献血の案内のほか、災害時には炊き出し活動なども実施します。
地域のつながりを築く団体として活動していますの
で、ご興味のある方は、日本赤十字社岐阜県支部事業
推進課までお問い合わせください。

委員長会議を開催
４月19日、ぎふメディアコスモス（岐阜市）にお

いて、令和４年度地域赤十字奉仕団委員長会議を開催
しました。新型コロナウイルス感染症の影響により、
従来のように頻繁に集合形式の会議が実施できない
中、久しぶりに県内の各赤十字奉仕団の委員長が集合
し、令和４年度の奉仕団事業について話し合いました。
また、岐阜県健康福祉部地域政策課の鷲見章宏講師
から「災害ボランティアにかかる岐阜県の取組みにつ
いて」と題した講演があり、各委員長からは、「今後
の活動に活かしていきたい。」などの頼もしい声が多
く挙がりました。

炊き出し訓練 高齢者訪問活動（手作りの正月飾りをお届け）
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新人看護師研修でスキルアップ【高山赤十字病院】
〒506-8550 高山市天満町3-11 電話：0577-32-1111(代表)

４月４日～８日の５日間、新人看護師17名を対象とし
た新人看護師研修を開催しました。
今年度の新人看護師は、コロナ禍で臨床実習の機会が
減っていたこともあり、当院ではシミュレーションを多く
取り入れた研修を実施しました。経路別感染防御対策・褥
瘡管理・トランスファー・注射・血管確保を模擬的に実践
することで、臨床で働くための知識や技術を学びました。
今後も年間を通して、その時期に必要な研修を実施し、
新人看護師のスキルアップを目指していきます。
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新人医療系職員が緊急時の対応を研修【岐阜赤十字病院】
〒502-8511 岐阜市岩倉町3-36 電話：058-231-2266(代表)

４月８日、病院内では、常に意識消失や心肺停止などの
緊急事態が起こり得るため、13名の新人看護師等医療従
事者を対象に一次救命処置（BLS）研修を実施しました。
また、５月６日には、ベテラン看護師、病院長も加え、

救護活動の基本を学ぶための金華山登山研修を実施しまし
た。本研修では、金華山山頂での災害を想定し、病院から
山頂までコロナ対策を行いながら安全に到着できるよう計
画を立案・遂行することで、安全確保・チームの連携・自
己完結型での活動について学びました。また、お互いに声
をかけ励まし合いながら課題を達成したことで、連帯感も
生まれました。

高山赤十字病院、岐阜赤十字病院は、地域に根ざした病院として、地域の患者さん一人ひとりを大切に日々
努めてまいりますので、新人職員共々どうぞよろしくお願いします。

✚ 新人職員研修

✚ 岐阜県支部評議員会
６月６日、長良川国際会議場（岐阜市）において、令和４年度第１回日本赤十字社岐阜県支部評議員会を
開催し、県内赤十字４施設の令和３年度事業・決算並びに役員の選出について承認されました。

令和３年度日本赤十字社岐阜県支部決算報告

【歳入】
・社資収入 312,136千円
・その他収入 8,920千円
・前年度繰越金 60,077千円
合 計 381,133千円

※歳入歳出差引額68,617千円は令和４年度に繰り越し
ました。

【歳出】
・国際活動 2,350千円
・災害救護や災害への備え 44,148千円
・市町村の赤十字活動 48,989千円
・奉仕団や青少年赤十字の活動 34,917千円
・救急法等講習普及 9,520千円
・赤十字病院や血液センターの施設整備 22,814千円
・赤十字思想の普及等 28,648千円
・救護看護師の育成 8,418千円
・広域の赤十字活動 44,463千円
・赤十字活動の運営管理 68,249千円
合 計 312,516千円
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赤十字では、大切な命と健康を守るため、救急法などの講習会を開催しています。
講習会は、定期開催だけでなく、ご都合の良い時間・場所に、指導員を派遣することもできます。会場の
手配と受講者を10人程度集めていただければ、使用する資機材も用意して伺いますので、この機会に赤十
字講習会を企画いただいてはいかがでしょうか？どうぞお気軽にお問い合わせください。（担当：事業推進課）

例えば
・出血を伴うけがの手当て、止血法について学びたい。
・心停止など命に関わる場合の手当について学びたい。
・池や川など水に落ちてしまった時の救助方法について学びたい。
・認知症の予防と対応について学びたい。
・災害の備えについて学びたい。
・そのほか、地域の支援者として、活動に役立つ知識と技術を学びたい。

救急法（心肺蘇生法の講習） 防災セミナー（災害が起こるとどうするかを理解し、備えを学ぶ）

いつもの飲料購入が、赤十字活動の支援につながる自動販売機があ
ることをご存知ですか？
この自販機は、本来設置者の方が受け取る売上の一部を “災害救護”
や “国際活動”、“いのちを守る救急法の普及” などの赤十字が行う活
動を支援するためにご寄付いただくものです。
いま、“設置する人” も “飲む人” も気軽にできる社会貢献として、

「寄付金付自動販売機」を設置いただく企業様が増えています。
この他にも多くの企業様から日本赤十字社のパートナー企業とし
て、“周年記念事業としての寄付” や “商品売り上げに応じた寄付” な
ど様々な形で赤十字活動を支援いただいています｡(担当：組織振興課）

（https://www.jrc.or.jp/contribute/enterprise/）
災害救援対応型もあります。

✚ 赤十字講習会のお知らせ

✚ CSR活動紹介！「寄付金付自動販売機」
（企業の社会貢献活動）

※詳しくはホームページをご確認ください。（https://www.jrc.or.jp/chapter/gifu/study/）
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ウクライナ及び周辺国への避難民に対する赤十字の活動
避難民数：1,498万人以上（内訳）国内:800万人、国外:698万人
・避難所の提供の他、安全な避難のため避難者を先導
・飲料水、食料、医薬品などの物資を提供
・避難された方の受入支援
・医療支援・こころのケア など

日本赤十字社の対応
・資金拠出：計37億2000万円（ICRC・連盟※に半々）
・人的貢献：①ウクライナ赤十字社の臨時診療所の開設支援

（薬剤師の派遣）
②緊急救援ロジスティクス倉庫運営
③現地の支援確認・戦略協議やその他支援

・広報：赤十字の７原則や国際人道法の普及
「国際人道法」は、紛争下にあっても、戦闘に参加しない民間人や病院を保護し、また、無差別殺戮兵器
や原子力発電所等への攻撃を禁止する国際的な取り決め（条約）です。

✚ 義援金・救援金の受付状況【令和４年５月31日現在】
義援金・救援金名 受付期間 受付金額（円）

平成30年７月豪雨災害義援金 平成30年７月10日～令和４年６月30日 22,990,436
令和 2 年７月豪雨災害義援金 令和 2 年７月 7 日～令和４年９月30日 5,371,399
令和 3 年８月大雨災害義援金 令和 3 年８月23日～令和４年３月31日※終了 1,238,545
令和 3 年長野県茅野市土石流災害義援金 令和 3 年９月14日～令和４年３月31日※終了 134,941
令和 4 年３月福島県沖地震災害義援金 令和 4 年３月23日～令和４年６月30日 419,307
中東人道危機救援金 平成27年４月 1 日～令和５年３月31日 188,937
バングラデシュ南部避難民救援金 平成29年９月22日～令和５年３月31日 201,176
アフガニスタン人道危機救援金 令和 3 年９月22日～令和５年３月31日 19,814
トンガ大洋州噴火津波救援金 令和 4 年１月26日～令和４年３月31日※終了 130,115
ウクライナ人道危機救援金 令和 4 年３月 2 日～令和４年９月30日 24,557,902

※義援金・救援金については、受付開始から令和４年５月31日入金分までの合計となっています。

※赤十字国際委員会（ICRC）：国際人道法に基づいて戦争、内戦または国内騒乱の犠牲者に対し人道的支援を行ってい
ます。ウクライナ人道危機では、主にウクライナ国内で活動。
国際赤十字・赤新月社連盟（連盟）：各国の赤十字社・赤新月社の国際的な連合体。ウクライナ人道危機では、主に
ウクライナ隣接国や第３国への避難民に対し活動。

千人以上の避難者を先導する ICRC車両

避難してきた人に保健医療を提供するハンガリーの赤十字ボランティア 負傷した人びとに応急的な医療を施す ICRCスタッフ

©ICRC

©ICRC©Tamara Vukov

ウクライナ人道危機に関する活動報告
（https://www.jrc.or.jp/foreign_
rescue/ukraine2022.html）

【令和４年６月３日現在】
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青少年赤十字の始まりは、第一次世界大戦時のカナダ、アメリカ、オーストラリア、イタリアで
児童・生徒が教師の指導のもとに行った救護材料の製作補助などの赤十字支援活動です。
戦地を援助するためにはじめられた少年赤十字（今の青少年赤十字）は戦争の終了とともに一度

解散しますが、その後、アメリカ少年赤十字が戦争被災者救済を目的とした活動を開始し、ヨーロッ
パの児童に慰問品や手紙を贈り、ヨーロッパから手紙が返送され、交流が広がっていきました。そ
して、国際赤十字が活動の場を戦時から平時に拡大する中で、1922年（大正11年）に正式に赤十
字の事業として位置づけられました。
日本赤十字社は赤十字連盟を創設した５カ国の１つでもあることから、少年赤十字団結成に率先

して動き、1922年６月に滋賀県において国内最初の少年赤十字団が結成されました。その後、活
動は全国に広がり、現在では加盟校は14,502校、メンバー数は3,456,479名（令和３年３月31
日時点）となっています。

2022年は
青少年赤十字創設100周年
「未来のあなたへ、やさしさを」

青少年赤十字が、ずっと続けてきたこと
子どもたちの主体性を育むために
「気づき」「考え」「実行する」ことを伝え続けます。
青少年赤十字の３つの実践目標
①【健康・安全】生命と健康を大切にする。
②【奉仕】人間として社会のため、人のためにつくす責任を自覚し、実行する。
③【国際理解・親善】広く世界の青少年を知り、仲良く助けあう精神を養う。

岐阜県内の小学校、中学校、特別支援学校は全校加盟！
※幼稚・保育園､高等学校を含め全加盟校は､ 661校となっています。

（令和４年３月31日現在）


